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倫理，政治・経済

（解答番号[ココ~[詞）

第1問以下は,高校生AとBの会話である。これを読み,下の問い(問1～5)に
答えよ。（配点14)

A:あのさ，もう少し後輩に優しくすれば？慕ってくれる後輩をつくっておいた

方がいいよ。いざってときに助けてもらえるしさ。

B:ご忠告どうも。でも，そういうのは｢優しい｣って言わないでしよ。内申書のた

めにボランティアするようなものだよね。動機が利己的で不純だよ。

A:でもさ’「情けは人のためならず｣とも言うでしよ。人のためにしてやることが

⑧旦三の利益にもなる。それでよくない？
B:本当に⑥▲幽主をしたい気持ちがあるなら，見返りなんてむしろ欲しくない
と思うな。この前，珍しく家事を手伝ってあげようとしたのに，「何か買って

欲しいものでもあるの？」って親に疑われてさ。頭にきちやったよ。

A:自分の優しさを分かって欲しかったわけね｡でも,それも自分の◎慾垂でしよ。
そもそも人助けしたいのも自分の欲求だよね。どんな行為も，結局は欲求の満

足が動機なんだよ。動機が利己的じゃない行為なんてないと思うな。

B:欲求の満足が動機ならすべて利己的ってこと？でも，純粋に人助けがしたい

のを，見返りのために人助けしたいのと同じように｢利己的｣と呼ぶのはおかし

いでしよ。人助けしたいという純粋な善意は，利他的動機と言うべきだよ。

A:う－ん，だとしても，そんな利他的動機がなくても優しい社会はつくれるよ。

例えば，介護や医療の保険って，自分が困ったときのためにお金を出し合う仕

組みだよね。利己的動機があるから助け合いも生まれるんじやないかな。

B:じやあ，貧困や環境の問題は？他者のためって気持ちなしで解決できる？

A:見返りなしでそういう問題に取り組む人って，なかなかいないよ。寄付やエコ

をアピールしている企業もあるけど，あれも自分たちの宣伝のためでしよ。

B:だけど，見返りを求めていたら将来世代のための環境や資源の保護はできない

よ。貧困問題の解決も，損得抜きの⑥人道的な活動なしには難しいよね。
やっぱり，純粋な善意がないと人類の⑥逼延もないんじゃないかな。

-106-(2102-306)
















































































